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【緒 言】味覚 障害が生体 へ及ぼ す影 響は現在 で

もなお統一 見解 が得 られ てい ない。

味覚 障害患者 では しば しば全身状態 の悪化 が見

られ るが,全 身状 態変化 の要因 に味覚 障害が どの

よ うに関与 してい るか は不 明で ある。 そ こで 今回,

我 々は シ ョウジ ョウバエ を用いて,末 梢感覚器機

能 欠損に由来す る味覚障害 が摂食行動,寿 命,繁

殖(産 卵)行 動 に与 える影響 を精査 した。

【材 料 ・方法】 コン トロール と して野生 型で あ る

w1118,味 覚 器 欠 損 系 統 と してGr5a-rpr,△

XBs6の3系 統 を用いて次 の実験 を行 った。

1.餌 摂食量定 量実験

実験 で は食物 色素 を含ん だNaC1溶 液 を摂 食 さ

せ,吸 光度 を測 定す るこ とに よ り摂食 量 を算 出 し

た。

2.寿 命の測定,3産 卵場 所選択 行動実験

50mlコ ニ カル チ ュー ブの中 に1%のagerで 固

め た300mM Sucroseと80mM NaCμ の 餌場 を設

置 してハ エ をオ ス メス2匹 ず つ導 入 して飼育 し,

産 卵 数 と寿命 を測 定 した。

【結 剰

i.餌 摂食量定 量実験

コ ン トロール に比 べ △XBs6の 摂 食量 は有 意 に

低下 してお り,コ ン トロールにみ られ る濃度依存

性 も消 失 してい た。Gr5a-rprの 摂 食量 は コ ン ト

ロール よ り多 くな って い た。 また,female/male

ratioで は コ ン トロール で5倍,Gr5a-rprで3.5

倍,△XBs6で1.5倍 と △XBs6で は 性 的二 形 が消

失 していた。



2.寿 命の測定

メスのコン トロール と△XBs6の 間に差は認め

られなかった。

3.産 卵場所選択行動実験

コン トロールではNaClに 産卵する傾向が認め

られるが,△XBs6で は羽化後2,4日 でsucrose

とNaCLに 同数産卵 しており識別能力が顕著 に

低下 していた。

【考 察】末梢側 に起因する味覚障害では摂食量,

産卵場所識別能力などに影響を及ぼすが,長 期的

には生体に与える影響は小さい ということが明 ら

かになった。これより末梢に起因する塩味味覚障

害が生体に与える影響は小 さいことが示唆 された。

また味覚中枢に起因する味覚障害がよ り重篤な障

害を与える可能性がある。今後中枢側のみに障害

をもつモデルを用いて比較検討を行 う必要がある。


